
現状 目標 現状 目標

10

～

12
月

様式５　　　年度シートその２－（１） 安芸 重点－３

評価指標 評価指標

担当 ○川北、小原、西、吉良 ○川北、西

時期 計画 計画

普
及
事
項

２　中山間農業複
合経営拠点・集活
センターを中心と
した地域づくり

（２）なはりの郷
農業部門の活動支
援

対象：一般社団法
人なはりの郷

２　中山間農業複
合経営拠点・集活
センターを中心と
した地域づくり

（３）中山地区の
自然薯を核とした
地域振興

対象：集落活動セ
ンターなかやま等

農産物売上
高（4月～1
月）
（4～3月）

350万円
（400万
円）

293万円

（310万
円）

ＪＡ出荷量 4067kg 3500kg

第
１
四
半
期

４　

～　

６
月

【２（2）】
ア）進捗状況の確認及び助言（定例会4月～6
　　月）
イ）栽培管理指導（現地巡回 4月～6月）
・研修事業（ナス）：春期管理指導（灌水、施
　肥、ぼけ果対策等）
・不耕作地解消事業（イチジク）：芽かき、枝
　の誘引、灌水、幼木管理、病害虫対策支援

【２（3）】
ア）関係機関との地域振興に向けた推進方向
　　協議（連絡会等 4月～6月）
イ）生産計画に向けた協議
  （なかやま個別打合せ 4月）
ウ）実証ほ設置・調査　
　（現地調査4月～6月）
エ）定植後の栽培管理指導
　（現地巡回4月～6月）　　　　

第
２
四
半
期

７　

～　

９
月

【２（2）】
ア）進捗状況の確認及び助言（定例会7月～9
　　月）
イ）栽培管理指導（現地巡回 7月～9月）
・不耕作地解消事業
　夏秋野菜の指導、イチジク：灌水、夏期剪
　定、収穫、病害虫対策支援、新規品目の検討
　、実証ほ設置

【２（3）】
ア）関係機関との支援内容協議
　（連絡会等 7月～9月）
イ）実証ほ調査　
　（現地調査7月～9月）
ウ）病害虫、肥培管理等栽培管理指導
　（現地巡回7月～9月）

第
３
四
半
期

【２（2）】
ア）進捗状況の確認及び助言（定例会10月～12
　　月）
イ）栽培管理指導（現地巡回 10月～12月）
・研修事業（ナス）：定植後～栽培初期管理指
　導
・不耕作地解消事業：冬期野菜の指導、新規品
　目の検討、実証ほ調査

【２（3）】
ア）関係機関との支援内容協議
　（連絡会 10月～12月）
イ）実証ほの調査・とりまとめ
　（現地調査10月～12月、とりまとめ12月）
ウ）病害虫、肥培管理等栽培指導
　（現地巡回10月～12月、検討会（総会）11
　　月）

第
４
四
半
期

　

1　

～　

３
月

【２（2）】
ア）進捗状況の確認及び助言（定例会1月～3
　　月）
イ）栽培管理指導（現地巡回 1月～3月）
・研修事業（ナス）：厳寒期管理指導
・不耕作地解消事業（イチジク）：剪定、整枝
　作業支援、冬期野菜の指導

【２（3）】
ア）関係機関との次年度支援内容協議
　（連絡会 1月～3月）
イ）種苗生産等地域振興、次年度実証ほ設置に
向けた協議（なかやま個別打合せ 4月）
イ）栽培・出荷に関する計画策定、実証ほ調査
結果の報告、次年度計画打合せ（検討会2
　月）


